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「
天
聖
」と
い
う
時
代 

―
『
銅
人
経
』の
歴
史
的
ル
ー
ツ
を
探
る

『
銅
人
経
』
拓
本
を
探
る
！？
③

京
都
大
学
教
授
　
辻
　
正
博

　

本
文
庫
が
所
蔵
す
る『
銅
人
腧し

ゅ

穴け
つ

鍼し
ん

灸き
ゅ
う

図
経
』（『
銅

人
経
』）は
、明
・
正
統
八
年（
一
四
四
三
）の
英
宗
御
製

序
を
冒
頭
に
掲
げ
る
石
刻
の
拓
本
で
あ
る（「
正
統
拓

本
」、
図
版
）。
こ
れ
は
、
四
世
紀
余
り
前
の
北
宋
・
天

聖
年
間
に
製
作
さ
れ
た
刻
石（「
天
聖
刻
石
」）を
模
刻

し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
正
統
年
間
に
製
作
さ
れ
た
刻

石（「
正
統
刻
石
」）は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、本

文
庫
所
蔵
の
拓
本
は
ま
こ
と
に
貴
重
な
も
の
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

「
天
聖
刻
石
」の
発
見

　

天
聖
刻
石
は
、
一
九
六
五
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
明
代
北
京
城
の
考
古
調
査
の
過
程
で
発
見
さ

れ
た（
註
１
）。
残
石
に「
新
鋳
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経
巻
上
」

の
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら（
註
２
）、
刻
石
さ
れ
た
書
物
の

名
が
わ
か
る
。『
新
鋳
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経
』（『
新
鋳

銅
人
経
』）と
は
、
新
た
に
製
作
さ
れ
た
人
体
模
型（「
銅

人
」）上
に
記
さ
れ
た
腧ツ

ボ穴
に
即
し
て
針
灸
術
を
記
し
た

絵
入
り
の
書
物
、の
意
で
あ
る
。

　
『
新
鋳
銅
人
経
』の
名
は『
宋
史
』藝げ

い

文も
ん

志
に
著
録
さ

れ
、
ま
た
そ
の
序
文
が『
新
刊
補
註
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図

経
』と
し
て
伝
存
す
る
書
物
中
に
見
え
る
。
四
代
皇
帝

仁
宗
の
時
に
活
躍
し
た
夏か

竦し
ょ
う

の
手
に
な
る
序
文
に
は
、

翰か
ん

林り
ん

医
官
・
殿
中
省
尚し

ょ
う

薬や
く

奉ほ
う

御ぎ
ょ

で
あ
っ
た
王お

う

惟い

一い
つ

が
勅

命
に
よ
り
針
灸
書
三
巻
を
新
た
に
編
纂
す
る
と
と
も
に

「
銅
人
」を
製
作
し
た
こ
と
、『
新
鋳
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図

経
』と
命
名
さ
れ
た
書
物
は
天
聖
四
年（
一
〇
二
六
）に

仁
宗
に
進
呈
さ
れ
、
王
朝
の
出
版
物
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
こ
と
等
が
記
さ
れ
る
。
銅
人
は
二
体
製
作
さ
れ
、
帝

都
開か

い

封ほ
う

の
医
官
院
と
大
相
国
寺
に
置
か
れ
、
刻
石
も
同

時
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。

天
聖
刻
石
と
正
統
刻
石

　

天
聖
刻
石
は
そ
の
後
、
歴
史
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
開

封
か
ら
北
京
へ
と
移
動
し
た
が
そ
の
経
緯
は
割
愛
し
、

こ
こ
で
は
正
統
刻
石
と
の
関
係
を
述
べ
る
。
冒
頭
で
、

正
統
刻
石
は
天
聖
刻
石
を「
模
刻
し
た
も
の
と
さ
れ
る
」

と
記
し
た
が
、両
者
の
関
係
は
実
は
少
々
や
や
こ
し
い
。

ま
ず
、
書
名
が
同
じ
で
な
い（
天
聖
刻
石
は「
新
鋳
」の

二
字
を
冠
す
る
）。
次
に
、正
統
刻
石
は
冒
頭
に
英
宗
の

序
文
を
掲
げ
る
が
、
天
聖
刻
石
に
そ
れ
は
当
然
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
行
送
り
が
両
者
の
間
で
若
干
異
な
る

の
は
そ
の
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
文
字
の
書
き
ぶ
り
も

微
妙
に
異
な
る
。
英
宗
が「（
天
聖
時
代
か
ら
）四
百
余

年
を
経
て
、
石
刻
の
文
字
は
摩
滅
し
銅
人
像（
の
文
字
）

も
読
み
づ
ら
く
な
っ
た
。
朕
は
人
命
の
拠
り
ど
こ
ろ
を

重
ん
じ
、優
品
の
継
承
さ
る
べ
き
こ
と
を
思
い
、石
を
磨

き
銅
を
鋳
造
し
、
前
作
に
倣
っ
て
精
巧
に
作
り
直
す
よ

う
命
じ
た
」と
記
す
如
く
、
正
統
刻
石
は
、
天
聖
刻
石
を

基も
と

に
極
力
似
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

宋
初
の
大
文
化
事
業

　

で
は
、
天
聖
刻
石（『
新
鋳
銅
人
経
』）や
銅
人
は
、
い

か
な
る
時
代
背
景
の
下
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

唐
末
以
来
、
中
国
で
は
半
世
紀
を
越
え
る
戦
乱
の
世

が
続
い
た
が
、十
世
紀
後
半
、宋
朝
は
乱
世
に
終
止
符
を

打
つ
と
と
も
に
、
中
華
文
化
の
復
興
を
天
下
に
示
す
大

「正統拓本」（部分。蓬左文庫蔵）
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事
業
を
矢
継
ぎ
早
に
行
っ
た
。
上
古
か
ら
唐
五
代
に
至

る
中
国
の
文
化
的
営
為
を
集
成
し
た「
宋そ

う

四し

大た
い

書し
ょ

」
―

『
太
平
御
覧
』一
千
巻
、『
文
苑
英
華
』一
千
巻
、『
冊
府
元

亀
』一
千
巻
、『
太
平
広
記
』五
百
巻
の
外
、
経
書
と
そ
の

注
釈
書
、『
史
記
』『
漢
書
』な
ど
の
歴
史
書
、
漢
訳
仏
典

を
集
成
し
た「
大だ

い

蔵ぞ
う

経き
ょ
う

」な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る

学
術
的
成
果
が
、
木
版
印
刷
術
に
よ
り「
刊
本
」の
形
で

世
に
問
わ
れ
た
。
医
学
の
分
野
で
は
、
二
代
皇
帝
太
宗

の
勅
命
に
よ
り
編
纂
・
出
版
さ
れ
た『
太
平
聖
恵
方
』一

百
巻（
本
文
庫
が
宋
版
を
所
蔵
）が
著
名
だ
が
、
こ
れ
は

医
学
各
分
野
に
お
け
る
知
識
・
処
方
を
国
家
が
集
成
・

整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
天
聖
」と
い
う
時
代

　

宋
初
の
大
文
化
事
業
は
、
豊
富
な
資
金
と
あ
ま
た
の

人
材
を
投
入
し
て
、
唐
代
ま
で
の
文
学
・
史
学
・
思
想

各
方
面
の
成
果
を
全
国
各
地
か
ら
総
動
員
し
て
成
し

遂
げ
ら
れ
た
。
分
裂
時
代
の
終し

ゅ
う

焉え
ん

が
こ
の
輝
か
し
い

成
果
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
中
華
統

一
の
野
望
は
契
丹（
遼
）に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、三
代
皇
帝

真
宗
の
時
代
に
は
些い

さ
さ

か
退た

い

嬰え
い

的て
き

な
空
気
が
立
ち
こ
め

た
。
国
家
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た「
封ほ

う

禅ぜ
ん

の
儀（
天
地
を
祭
る
壮
大
な
儀
式
）」に
は
巨
万
の
国
富

が
費
や
さ
れ
た
が
、
次
代
へ
の
遺レ

ガ
シ
ー産

は
ほ
と
ん
ど
残
ら

な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
を
承
け
て
乾
興
元
年（
一
〇
二
二
）に
即
位

し
た
の
が
仁
宗
で
あ
る
。
即
位
当
時
十
三
歳
で
あ
っ
た

た
め
、
皇
太
后
劉
氏
が
後
見
人
と
な
っ
て
政
務
を
総そ

う

攬ら
ん

し
、
真
宗
時
代
の
政
治
を
主
導
し
た
江
南
出
身
の
官
僚

（
王
欽
若
・
丁
謂
ら
、後
世
の
評
判
が
甚
だ
芳
し
く
な
い

人
び
と
）が
力
を
握
っ
た
。
し
か
し
翌
年
、
元
号
が「
天

聖
」と
改
ま
る
と
そ
う
し
た
官
僚
は
ほ
ぼ
一
掃
さ
れ
、の

ち
に「
名
臣
」と
し
て
名
を
馳は

せ
る
気
鋭
の
官
僚（
呂り

ょ

夷い

簡か
ん

・
范は

ん

仲ち
ゅ
う

淹え
ん

ら
）が
頭
角
を
現
し
始
め
た
。
こ
れ
に
は

仁
宗
自
ら
の
意
向
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

唐
末
五
代
の
混
乱
を
承
け
て
成
立
し
た
宋
朝
は
、
唐

制
の
権
威
を
借
り
な
が
ら
、
折
々
の
必
要
に
応
じ
て
制

度
を
適
宜
改
め
て
社
会
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。

た
だ
、
そ
の
結
果
出
来
上
が
っ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ

う
な
国
制
は
、
い
ず
れ
全
面
的
に
手
直
し
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
天
聖
年
間
は
、
そ
う
し
た
国
制
に
対
す
る

大
が
か
り
な
リ
フ
ォ
ー
ム
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う（
最
終
の
完
成
形
は
、
王
安
石「
新
法
」

を
経
た
神
宗
親
政
時
期
に
出
現
す
る
）。

　

た
と
え
ば
法
典
。
宋
朝
は
建
国
直
後
に『
重
詳
定
刑

統（
宋
刑
統
）』な
る
刑
法
典
を
制
定
し
た
が
、
こ
れ
は

唐
の
最
盛
期
に
編
ま
れ
た「
律り

つ

疏そ

」（
律
の
公
式
注
釈
書
）

を
換か

ん

骨こ
つ

奪だ
っ

胎た
い

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
行
政
法
典
に
至
っ

て
は
、
唐
令
そ
の
も
の
を
準
用
し
て
い
た
。
こ
の
情
況

は
、天
聖
七
年（
一
〇
二
九
）に「
新
令
」（
天
聖
令
）が
制

定
さ
れ
て
よ
う
や
く
解
消
さ
れ
、
宋
朝
は
唐
令
の
失
効

を
宣
言
し
た
。
天
聖
令
は
一
見
、
唐
令
と
大
し
て
変
わ

ら
ぬ
よ
う
に
見
え
る
が
、
同
時
期
に
作
ら
れ
た「
附
令

勅
」・『
天
聖
編
勅
』（
い
ず
れ
も
有
用
な
詔
勅
を
ま
と
め

た
法
令
集
）と
の
三
点
セ
ッ
ト
で
は
じ
め
て
機
能
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
宋
朝
は
、
基
軸
と
な
る
律
や
令
に
は

大
き
な
メ
ス
を
入
れ
ず
、
新
た
な
法
典
を
附
随
さ
せ
る

こ
と
で
社
会
の
現
実
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。

　

史
学
に
関
わ
る
分
野
で
は
、
天
聖
五
年（
一
〇
二
七
）

に『
三
朝
国
史
』一
五
〇
巻
が
勅
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ

た
。
王
朝
創
業
か
ら
仁
宗
即
位
の
直
前
に
至
る
公
式
歴

史
書
が
編
ま
れ
た
こ
と
か
ら
は
、
こ
こ
で
時
代
に
ひ
と

区
切
り
つ
け
よ
う
と
い
う
為
政
者
の
心
意
気
が
感
じ
ら

れ
る
。『
国
朝
会
要
』一
五
〇
巻
の
編
纂
も
同
様
で
あ
る
。

会
要
と
は
、
諸
制
度
に
関
わ
る
重
要
資
料
を
項
目
ご
と

に
整
理
し
た
書
物
で
あ
り
、
宋
朝
は
こ
の
後
も
繰
り
返

し
会
要
を
編
纂
す
る
が
、『
国
朝
会
要
』は
そ
の
劈へ

き

頭と
う

を

飾
る
も
の
で
あ
る
。

　

王
惟
一
は『
新
鋳
銅
人
経
』の
編
纂
に
際
し
て
、「
旧

聞
を
纂
集
し
、
訛か

謬び
ゅ
う

を
訂
正
」す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

針
灸
学
の
分
野
で
も
、
唐
代
ま
で
の
学
説
が
こ
の
時
期

に
整
理
さ
れ
、一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
銅

人
経
』は
、天
聖
時
代
の
清
新
の
気
風
を
い
ま
に
伝
え
る

貴
重
な
文
献
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
註
１
）詳
細
は
、
于
柯「
宋《
新
鋳
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経
》残
石
的

発
現
」（『
考
古
』一
九
七
二
年
第
六
期
）を
参
照
。
な
お
、

こ
の
時
発
見
さ
れ
た
五
点
の
残
石
の
外
、
一
九
八
三
年
に

も
う
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。

（
註
２
）真
柳
誠「
経
穴
部
位
標
準
化
の
歴
史
的
意
義
」（https://

square.um
in.ac.jp/m

ayanagi/paper01/keiketsu.
htm

l

）の
図
一
一
を
参
照
。
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名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の『
伊
藤
満
作
家
資
料
』

は
、
尾
張
の
名
工
・
伊
藤
満
作
の
家
に
伝
わ
っ
た
資
料

群
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
満
作
だ
け
で
は
な
く
、
出
身
家

の
伊
藤
平
左
衛
門
家
や
、
そ
の
縁
戚
で
東
本
願
寺
や
高

野
山
な
ど
の
造
営
に
あ
た
っ
た
大
工
の
柴
田
家
が
関
与

し
た
仕
事
の
図
面
、文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
号
で
は
、
満
作
と
平
左
衛
門
の
関
係
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
伊
藤
家
が
全
国
的
な
名
匠
へ
と
躍
進
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
京
都
の
真
宗
大
谷
派
本
山
で
あ
る
東
本

願
寺
造
営
参
加
の
経
緯
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
改
め
て
、伊
藤
満
作
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う（
図

１
）。
満
作
は
諱い

み
な

を
守
房
と
い
い
、
安
政
六
年（
一
八
五

九
）九
月
二
十
五
日
、伊
藤
平
左
衛
門
の
初
代
清
助
宗
知

（
一
五
七
四
―
一
六
四
一
）の
兄
・
九
郎
右
衛
門
の
系
統

で
、
平
左
衛
門
と
同
じ
宮
町（
現
名
古
屋
市
中
区
）に
居

住
す
る
伊
藤
九
郎
助
の
四
男
と
し
て
誕
生
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
左
衛
門
八
代
守
富（
一
八
一
四
ま
た
は

一
八
一
八
―
七
七
）の
養
嗣
子
に
迎
え
ら
れ
、明
治
七
年

（
一
八
七
四
）に
家
督
を
継
ぐ
。

　

し
か
し
、
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）、
実
際
に
九
代

平
左
衛
門
を
襲
名
し
た
の
は
守
富
の
姉
・
し
う
の
子
で
、

後
に
守
富
の
養
子
に
な
る
守
道（
平
作
・
平
右
衛
門
、一

八
二
九
―
一
九
一
三
）で
あ
っ
た
。

　

次
に
、満
作
の
主
な
経
歴
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　

明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）、
守
道
が
棟
梁
を
務
め
た

東
本
願
寺
御ご

影え
い

堂ど
う

釿ち
ょ
う
な
は
じ
め

始
式
に
、
釿

ち
ょ
う
な
お
さ
め納

役
と
し
て
出
仕
。

同
十
五
年
に
は
愛
知
県
の
工
匠
会
副
総
代
に
選
出
さ
れ

る
。
同
十
七
年
、皇
居
御
造
営
工
事
御
用
を
拝
命
。

　

明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）、
名
古
屋
城
が
宮
内
省

へ
移
管
さ
れ
、本
丸
な
ど
が
名
古
屋
離
宮
に
な
る
と
、そ

の
御
用
工
を
務
め
る
。

　

明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）、
名
古
屋
工
匠
組
合
の

頭
取
に
推
挙
さ
れ
る
。翌
三
十
五
年
に
は
棟
梁
と
し
て
、

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺（
福
井
県
吉
田
郡
）の
仏
殿
を

再
建
。
こ
の
仏
殿
は
令
和
元
年（
二
〇
一
九
）、
国
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）竣
工
の
大
井
村（
現
東

京
都
品
川
区
）伊
藤
博
文
邸
へ
の
恩
賜
館（
旧
赤
坂
仮

皇
居
御
会
食
所
、
現
明
治
記
念
館
）移
築
や
、
隣
接
す
る

別
邸
新
築
も
担
当
し
、
大
正
三
年（
一
九
一
四
）二
月
七

日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

伊
藤
家
で
は
、
東
本
願
寺
御
影
堂
完
成
後
の
明
治
二

十
九
年（
一
八
九
六
）に
帝
室
技
芸
員
を
拝
命
す
る
九

代
平
左
衛
門
守
道
が
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
満
作
の

経
歴
を
見
れ
ば
、
彼
も
近
代
を
代
表
す
る
全
国
的
な
名

工
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
満
作
は
名
古
屋
工
匠
組
合
に
お
い
て
、
自
ら

『
工
匠
技
芸
之
栞
』を
執
筆
し（
図
２
）、
組
合
員
の
指
導

に
も
あ
た
っ
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
多
く
の
門
弟
を
育
て

た
伊
藤
家
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

さ
ら
に
そ
れ
は
満
作
の
子
や
孫
が
、
平
左
衛
門
を
襲

名
し
た
り
、
大
学
の
建
築
学
科
教
授
な
ど
と
し
て
活
躍

し
た
り
し
た
こ
と
に
も
通
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
見
て

い
こ
う
。

　

満
作
の
没
後
間
も
な
く
し
て
、
長
男
の
重
平
が
二
代

満
作
を
襲
名
す
る
こ
と
を
発
表
し
た（『
新
日
本
』第
七

巻 

第
三
号〈
新
日
本
社
、一
九
一
四
年
三
月
十
五
日
〉）。

　

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）一
月
に
は
二
男
の
次
郎

が
平
左
衛
門
十
一
代（
正
道
・
守
正
、一
八
九
五
―
一
九

伊い

藤と
う

満ま
ん

作さ
く

と
は

魚
津
社
寺
工
務
店 

取
締
役
営
業
部
長 

小お

山や
ま

興ふ
さ

誓ち
か

図１　伊藤満作
（中区矢場町一之切）

『名古屋知名人士肖像一覧』
（中村写真館、1910年）
名古屋市鶴舞中央図書館蔵

図２　伊藤満作君之寄稿
「八幡鳥居之図 但山城石清水式」

『工匠技芸之栞』
（名古屋工匠組合事務所）

魚津社寺工務店蔵

の
ぞ
い
て
み
よ
う
、
名
工
の
お
仕
事　

３
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七
六
）を
、
そ
の
長
男
の
要
太
郎（
一
九
二
二
―
二
〇
〇

四
）も
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）に
十
二
代
を
襲
名

し
て
い
る
。
伊
藤
要
太
郎
は
中
部
大
学
名
誉
教
授
で
も

あ
り
、
実
弟
で
東
京
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
の
伊

藤
延
男（
一
九
二
五
―
二
〇
一
五
）と
と
も
に
建
築
史

の
研
究
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た
。

　

三
男
の
三
郎（
一
八
九
七
―
一
九
八
四
）は
、
横
浜
高

等
工
業
学
校（
現
横
浜
国
立
大
学
理
工
系
学
部
）お
よ

び
中
部
工
業
大
学（
現
中
部
大
学
）で
、
建
築
学
科
教
授

を
務
め
て
い
る（「
伊
藤
三
郎
先
生
を
偲
ぶ
」『
水
煙
会

会
報
』第
十
五
号〈
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
建
築
学
教

室
同
窓
会
、一
九
八
五
年
〉）。

　

な
お
、『
伊
藤
満
作
家
資
料
』は
、
三
郎
の
長
男
で
、
名

城
大
学
名
誉
教
授
の
伊
藤
三
千
雄（
一
九
三
四
―
二
〇

一
一
）が
、
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）に
蓬
左
文
庫

へ
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
満
作
の
出
身
家
で
あ
る
伊
藤
平
左
衛
門
お
よ

び
東
本
願
寺
造
営
参
加
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

そ
の
家
祖
は
伊
藤
清
助
と
い
い
、
尾
張
藩
祖
徳
川
義

直（
一
六
〇
〇
―
五
〇
）に
従
っ
て
名
古
屋
に
移
住
し
、

慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）か
ら
、
藩
の
大
工
と
し
て
名

古
屋
城
築
城
に
も
関
与
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

伊
藤
平
左
衛
門
家
と
し
て
の
初
代
は
、
そ
の
二
男
で

あ
る
清
助
宗
知（
先
掲
）で
、
以
降
代
々
、
尾
張
藩
作
事

方
の
御
大
工
と
し
て
、藩
用
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、二
代
藩
主
光
友
の
寺
地
寄
進（
元
禄
三
年
・

一
六
九
〇
）に
よ
り
開
か
れ
た
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別

院（
東
別
院
）で
は
、
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）に
三
代

の
萩
平
左
衛
門
源
祐（
一
六
四
八
―
一
七
三
三
）が
本

堂
を
建
立
し
た
の
を
は
じ
め
、
代
々
の
平
左
衛
門
が
棟

梁
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
同
家
が
尾
張
藩
作
事
方
の
御
大
工

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
少
な
く
、『
伊
藤
満
作
家

資
料
』に
含
ま
れ
る
明
治
二
年（
一
八
六
九
）名
古
屋
城

内
小
納
戸
御
役
所
の
鑑
札（
木
札
）は
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
鑑
札
以
前
で
は
、
天
保
六
年（
一
八
三
五
）に
作

事
方
御
大
工
を
仰
せ
付
か
っ
た
と
の
記
録
も
あ
る
。

　

ま
た
そ
れ
は
、
十
一
代
藩
主
斉
温
の
命
に
よ
る
尾お

張わ
り

大お
お

国く
に

霊た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ（

国こ
う

府の

宮み
や

）に
お
け
る
天
保
九
年（
一
八
三

八
）十
一
月
二
日
の
拝
殿
上
棟
札
に
、「
同（
御
作
事
）御

大
工
／
伊
藤
平
左
衛
門
藤
原
守
之
」と
あ
る
こ
と
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
守
之
は
伊
藤
家
七
代
義
守（
一
七
八
一
―
一
八

五
一
）に
あ
た
り
、
文
政
五
年（
一
八
二
二
）十
一
月
一

日
の
名
古
屋
東
別
院
本
堂
上
棟
の
功
績
に
よ
り
、
歴
代

で
唯
一「
信
濃
」の
国
号
を
受
領
し
た
。

　

伊
藤
家
歴
代
が
手
掛
け
て
き
た
往
時
の
伽
藍
は
、『
尾

張
名
所
図
会
』「
東
本
願
寺
掛
所
」で
も
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
威
容
は
図
会
の
中
で
も
特
に
際
立
っ
て
お
り
、

伊
藤
家
が
名
実
と
も
に
尾
張
を
代
表
す
る
大
工
棟
梁
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
、『
伊
藤
満

作
家
資
料
』に
何
点
か
含
ま
れ
る
同
別
院
に
関
す
る
図

面
類
か
ら
も
十
分
に
理
解
で
き
る（
図
３
）。

　

名
古
屋
東
別
院
本
堂
の
遷
仏
法
要
は
、
上
棟
翌
年
の

文
政
六
年（
一
八
二
三
）十
一
月
十
五
日
に
厳
修
さ
れ

る
の
だ
が
、
奇
し
く
も
同
日
に
京
都
の
本
山
東
本
願
寺

が
失
火
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
時
の
復
興
は
東
本
願
寺
文
政
度
造
営
と
呼
ば
れ
、

再
建
期
間
中
に
お
け
る
宗
祖
親
鸞
聖
人
像
を
安
置
す
る

仮
御
影
堂
と
し
て
、
解
体
保
管
し
て
あ
っ
た
名
古
屋
東

別
院
の
元
禄
度
旧
堂
が
本
山
へ
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
伊
藤
家
が
東
本
願
寺
造
営
に
参

加
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

　

工
事
に
は
七
代
信
濃
守
之
と
息
子
の
八
代
守
富
が
、

天
保
二
年（
一
八
三
一
）八
月
の
御
影
堂
柱は

し
ら

立だ
て

ま
で
従

事
し
た
。

　

こ
の
造
営
期
間
中
に
、
後
に
姻
戚
関
係
と
な
る
東
本

願
寺
肝き

も

煎い
り

大
工
の
柴
田
家
と
の
仕
事
を
経
て
、
伊
藤
家

は
全
国
的
な
名
匠
へ
と
躍
進
し
て
い
く
。

謝
辞　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科

研
費
）基
礎
研
究
Ｃ（
課
題
番
号
：
２
２
Ｋ
０
４
５
２
６
、

代
表
：
米
澤
貴
紀
）の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
家
に
関
し
て
、
旦
那
寺
で
あ
る
浄
念
寺
前
住
職
の

故
土
方
慶
氏
、
水
野
耕
嗣
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、特
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

図３「東本願寺御別院総図」部分
明治10年（1877）12月調ベ

蓬左文庫蔵
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蝶
羽
・
亀
世
兄
弟
の
千
句
発
起
に
つ
い
て
、
記
録
を
丹

念
に
追
っ
て
い
く
と
、
そ
の
発
起
か
ら
十
五
年
ほ
ど
後
の

元
文
六
年（
一
七
四
一
）と
寛
保
二
年（
一
七
四
二
）に
、
千

句
と
ほ
ぼ
同
義
の「
十
百
韻
」と
い
う
表
記
が
登
場
す
る

（
い
ず
れ
も
亀
世
日
記
）。

・
元
文
六
年
十
月
十
七
日　

今
夜
銀
涛
、
冬
輔
、
鍋
盛
、
和

菊
、
和
佶
、
鈴
波（=

後
の
蝶
羅
）、
風
翁
、
和
角
、
松
洞
、
発

句
。
十
百
韻
之
内
百
韻
満
巻
。

・
同
年
十
月
十
九
日　

今
夜
銀
涛
十
百
韻
興
行
有
。
鈴
波

ト
行
。

・
寛
保
二
年
十
月
十
二
日　

芭
蕉
忌
非
時
ス
ル
。
桃
燕
、

正
波
、
白
之
、
文
逕
、
銀
涛
、
和
佶
、
鍋
盛
、
鈴
波
、
歌
仙

満
巻
。
十
百
韻
続
足
。

　

芭
蕉
忌
な
ど
、機
会
あ
る
ご
と
に
句
を
詠
み
重
ね
、十
百

韻
＝
千
句
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
記
す
。

　

い
よ
い
よ
石
碑
を
建
立
す
る
こ
と
に
な
る
宝
暦
十
四
年

（
一
七
六
四
）の
正
月
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
起
き

た
。
千
代
倉
一
統
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
毎
年
正
月
二
十

五
日
に
天
神
講
の
初
会
を
開
い
て
い
た
。
こ
の
年
の
初
会

は
、当
日
百
韻
を
目
指
す
も
、七
十
二
句
で
打
ち
切
り
と
な

っ
た
た
め
、翌
日
再
度
参
集
し
、百
韻
を
完
成
さ
せ
て
い
る

（
亀
世
日
記
）。

・
宝
暦
十
四
年
一
月
廿
五
日	

本
家
初
会
有
。
和
菊
、
鍋
盛
、

鉄
叟
、
亀
相
、
亀
光
、
亀
章
、
東
阜
、
和
律
、
文
河
、
文

洲
、
蜻
羽
、
〆
十
一
吟
。
三
千
春（=

西
尾
氏
、本
陣
職
）少

之
内
。
蝶
羅
病
気
。
七
十
二
句
ニ
て
止
。

・
同
年
一
月
廿
六
日　

昨
夜
百
韻
満
巻
不
致
ニ
付
、
今
晩

手
前
へ
、
和
菊
、
鍋
盛
、
亀
章
、
東
阜
、
蜻
羽
、
文
洲
、
文

河
来
、満
巻
。

　

こ
の
よ
う
な
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
同
年
末
、
よ

う
や
く
千
句
に
到
達
、埋
納
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

亀
世
は
こ
の
年
の
九
月
十
八
日
、
千
鳥
塚
＝
千
句
塚
の
完

成
を
見
る
こ
と
な
く
、こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

年
末
の
十
二
月
十
一
日
、「
千
鳥
塚
千
句
之
清
書
今
日
出

来
」、
細
根
山
か
ら「
千
鳥
塚
石
碑
」の
塚
移
り
を
お
こ
な

っ
た（
和
菊
日
記
）。
そ
し
て
そ
の
翌
十
二
日
、「
今
日
芭
蕉

翁
忌
日
ニ
付
、
千
鳥
塚
供
養
」「
千
句
ヲ
埋
」と
盛
大
に
供

養
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

石
碑
が
千
鳥
塚
に
建
っ
た
後
、
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な

っ
た
の
か
、
特
に
芭
蕉
忌
に
あ
た
る
十
月
十
二
日
前
後
の

記
事
を
拾
っ
て
み
る
と
、
以
前
と
の
違
い
に
気
づ
か
さ
れ

る
。
明
和
三
年（
一
七
六
六
）か
ら
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）

ま
で
、年
次
を
追
っ
て
列
挙
す
る
。

・
明
和
三
年
十
月
十
二
日　

今
日
芭
蕉
忌
相
勤
ル
。
千
鳥

塚
へ
蝶
羅（=
東
店
初
代
）、
蜻
羽（=

栢
木
家
二
代
目
）、
亀

長（=

本
町
家
六
代
目
）
、桂
丈（=

可
桂
か
、不
詳
）仏
参
ス
ル
。

・
明
和
四
年
十
月
十
二
日　

千
鳥
塚
蝶
羅
仏
参
。
誓
願（
寺
）

同
道
に
て
。
此
方（=

下
郷
本
家
）よ
り
花
遣
。

・
明
和
五
年
十
月
十
一
日　

今
夕
芭
蕉
忌
相
勤
る
。
右
百

韻
有
。
千
鳥
塚
へ
蝶
羅
、
三
千
春（=
本
陣
職
、西
尾
氏
）、

山
父（=

本
町
家
の
分
家
、源
十
郎
家
初
代
）、
君
栗（=
後
の
学

海
）参
詣
。

・
明
和
七
年
十
月
十
二
日　

今
朝
御
斎
ニ
て
、
暁
山
和
尚

招
請
、
せ
い
が
ん
じ（=

下
郷
家
の
菩
提
寺
）仏
参
。
ホ
ソ

ネ
へ
も
参
。
千
鳥
塚
へ
蝶
羅
参
。

　

以
上
は
五
代
和
菊
、以
下
は
六
代
学
海
日
記
か
ら
。

・
安
永
四
年
十
月
十
二
日　

今
夜
蝶
羅
所
ニ
而
、
蕉
翁
忌

有
。
隠
居（=

常
和=

和
菊
）
被
参
。
新
蕎
麦
切
。
社
中

道
斎（=

栢
木
家
初
代
）、
亀
章（=

金
剛
家
初
代
、学
海
の
兄
）、

如
羽（=

梅
印
家
第
二
代
、
後
の
次
右
衛
門
）、
常
和（=

隠
居
、

本
家
第
五
代
）、
山
父
、
蝶
羅
〆
六
吟
。
歌
仙
有
。
今
夕

は
や
く
被
帰
。
今
日
昼
、
山
父
、
隠
居
、
才
次
郎（=

学

海
の
息
子
）、
供
太
吉
、
半
五（=

こ
の
二
人
は
下
郷
家
の
使
用

人
）上
下
〆
五
人
、
上
野
道
千
鳥
塚
へ
仏
参
、
戻
り
に

せ
い
が
ん
じ
へ
参
。

・
安
永
九
年
十
月
十
一
日　

十
次
郎（=

梅
印
二
代
目
、後
の
次

右
衛
門
）、
東
五
郎（=

栢
木
家
の
若
者
）、
此
面（=

金
剛
家
二

代
目
）、供
友
吉
、千
鳥
塚
よ
り
か
さ
寺
へ
参
詣
。

　

本
家
・
分
家
を
問
わ
ず
、老
・
壮
・
青
さ
ま
ざ
ま
に
、千

鳥
塚
へ「
仏
参
」し
、
花
を
供
え
て
い
る
。
ま
る
で
千
鳥
塚

が
蕉
翁
の
お
墓
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
追
善
の
千
句
を
石
碑
の
建
つ
地
中
に
埋
納
し

た
こ
と
に
よ
り
、小
石
を
盛
っ
た
単
な
る
塚
か
ら
、拝
む
べ

き
蕉
翁
の
聖
蹟
へ
と
、
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

蕉
翁
百
年
忌
の
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）か
ら
二
年
過

ぎ
た
寛
政
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
本
家
当
主
は
七
代
目
の

伝
芳
に
代
替
わ
り
し
て
い
た
。
伝
芳
は
学
海
の
甥
に
あ
た

る
人
物
で
、
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）に
本
家
当
主
と
な
っ

て
か
ら
、蝶
羽
、亀
世
、和
菊
な
ど
代
々
の
短
冊
を
改
め
た

他
、
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）九
月
に『
俳
諧
千
韻
』を
刊
行

俳
諧
懐
紙
と
千
鳥
塚（
後
）
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し
て
成
海
神
社
、誓
願
寺
、八
幡
宮
、瑞
泉
寺
へ
そ
れ
ぞ
れ

一
部
づ
つ
奉
納
す
る
な
ど
、
俳
諧
に
深
く
関
心
を
寄
せ
る

人
物
で
あ
っ
た
。

　

初
夏
も
近
い
春
三
月
下
旬
、
京
都
か
ら
の
来
客
が
下
郷

家
を
訪
ね
て
き
た
。
伝
芳
は
日
記
に
か
く
記
す
。

・
寛
政
七
年
三
月
二
十
一
日	　

晴
天　

京
都
五
条
秋
里

仁
左
衛
門
殿
と
申
方
、（
中
略
）
是
は
都
名
所
図
会
出
板

の
人
ニ
て
、
此
度
東
海
道
図
会
出
板
の
由
ニ
て
、
当

所
古
跡
等
記
度
旨
頼
被
申
候
へ
共
、
今
日
は
客
来
旁

断
、上
り
の
節
委
敷
尋
記
候
答
に
て
帰
候
。

　

秋
里
仁
左
衛
門
は
籬り

島と
う

の
号
で
知
ら
れ
る
読
本
作
者

で
、
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）に『
都
名
所
図
会
』を
出
版
し

た
。
今
な
ら
さ
し
ず
め
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
も
言
う
べ

き
書
物
で
、
大
い
に
人
気
を
博
し
た
。
以
後
相
次
い
で
各

地
の
名
所
図
会
の
出
版
を
手
が
け
、
名
所
図
会
出
版
の
第

一
人
者
と
な
っ
て
い
た
。

　

日
記
中
に「
当
所
古
跡
等
記
度
」と
あ
る
通
り
、
来
た
る

『
東
海
道
名
所
図
会
』出
版
の
た
め
の
現
地
調
査
が
目
的
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
籬
島
は
江
戸
か
ら
の
帰
途
に
立
ち
寄

る
こ
と
と
し
、
五
月
半
ば
に
鳴
海
を
再
度
訪
れ
た（
同
じ

く
伝
芳
日
記
）。

・
寛
政
七
年
五
月
十
五
日　

曇
昼
よ
り
雨
降　

京
都
秋
里

仁
右
衛
門
殿
江
戸
登
り
ニ
て
、
夜
前
宿
や
泊
り
ニ
て

入
来
。
右
は
今
般
東
海
道
名
所
図
絵
出
来
に
付
、
当

所
古
跡
相
尋
申
候
ニ
付
、
千
鳥
塚
其
外
お
し
へ
る
。

手
前
に
て
翁
笈
、
鼠
灯
台
見
せ
る
。
千
鳥
塚
迄
次
右

衛
門
案
内
。

　

鳴
海
の
古
跡
に
つ
い
て
千
鳥
塚
な
ど
を
教
示
し
、
下
郷

本
家
が
所
蔵
す
る
芭
蕉
翁
の
笈
、鼠
灯
台
を
見
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
千
鳥
塚
の
現
地
は
次
右
衛
門
に
案
内
さ
せ
た
。

こ
の
次
右
衛
門
は
分
家
で
あ
る
梅
印
家
の
二
代
目
で
、
な

に
か
と
本
家
を
補
佐
し
、
如
羽（
汝
羽
と
も
）の
俳
号
で
も

た
び
た
び
同
家
の
日
記
に
登
場
す
る
。

　

こ
う
し
た
、鳴
海
で
の
現
地
調
査
に
基
づ
き
、寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）十
一
月
刊
行
な
っ
た『
東
海
道
名
所
図
会
』

巻
之
三
に
は
、
千
鳥
塚
を
中
心
に
東
海
道
の
宿
場
町
で
あ

る
鳴
海
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
。

千
鳥
塚　

芭
蕉
翁
の
句
碑
な
り
。
山
王
山
に
あ
り
。

南
は
大
洋
渺
々
と
し
て
、
南
勢
朝
熊
嶽
・
野
間
の
内

海
、
あ
る
い
は
三
河
の
伊
良
虞
崎
ま
で
遙
か
に
見
え

わ
た
り
て
、
風
景
の
地
な
り
。
す
な
は
ち
当
駅
中
千

代
倉
氏
に
蕉
翁
自
画
讃
の
墨
蹟
を
家
蔵
と
す
。
そ
の

文
に
云
く
、
ね
覚
の
里
、
松
風
の
里
よ
ひ
つ
き
て
、
夜

明
て
、
か
ら
か
さ
寺
は
ゆ
き
の
降
る
日　

ほ
し
ざ
き

の
闇
を
み
よ
と
や
啼
く
ち
ど
り　

は
せ
を　

こ
の

一
軸
を
所
持
し
、
ま
た
蕉
翁
よ
り
譲
ら
れ
し
笈
文
庫

を
家
蔵
す
。
こ
の
発
句
を
石
に
鐫
り
て
千
鳥
塚
と
な

づ
く
。
ま
た
発
句
の
碑
、
笠
寺
境
内
に
も
あ
り
。
こ

れ
よ
り
東
に
蕉
翁
の
句
を
石
に
鐫
り
て
近
年
多
く

立
つ
る
な
り
。

　

明
ら
か
に
下
郷
本
家
で
の
所
蔵
品
観
覧
と
千
鳥
塚
の
現

地
の
状
況
を
ま
と
め
た
一
文
と
な
っ
て
お
り
、
同
行
の
絵

師
が
描
い
た
挿
絵（
写
真
上
・
部
分
）も
千
鳥
塚
で
あ
る
。

石
碑
の
建
つ
そ
の
根
元
は
土
を
塚
状
に
盛
り
、
そ
の
上
部

に
は
小
石
を
敷
き
詰
め
る
様
子
が
細
か
く
描
か
れ
る
。
小

高
い
山
王
山
の
一
角
に
建
つ
千
鳥
塚
か
ら
西
方
を
見
下
ろ

せ
ば
、麓
に
は
東
海
道
の
松
並
木
が
連
な
り
、そ
の
西
方
に

は
天
白
川
が
海
へ
と
流
れ
込
む
。

　

籬
島
来
訪
の
翌
寛
政
八
年
二
月
十
二
日
、
大
高
の
元
惺

院（
長
寿
寺
の
塔
頭
）で
山
口
九
郎
左
衛
門（
大
高
の
酒
造

家
で
俳
人（
墨
山
）・
篆
刻
家（
余
延
年
））の
彫
っ
た
蕉
翁

像
の
開
眼
供
養
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
に
刊
行
さ
れ

た
句
集『
杉
本
尊
』は
伝
芳
が
識
文
を
書
い
て
い
る
。
伝

芳
の
復
刻
し
た
俳
諧
懐
紙
も
同
じ
く
二
月（
花
朝
）刊
で

あ
り
、
蕉
翁
追
悼
の
一
連
の
行
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

（
元
蓬
左
文
庫　

井
上
善
博
）

『東海道名所図会』巻之三　千鳥塚（部分）　蓬左文庫蔵

▼

大
熊
喜
邦
著『
東
海
道
宿
駅
と
其
の
本
陣
の
研
究
』（
一
九
四
二
）

　
鳴
海
宿
本
陣
屋
敷
図（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
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京
都
の
東
寺（
教
王
護
国
寺
）に
伝
来
し
た
文
書

類
の
総
称
で
、
東
寺
の
法
会
仏
事
や
荘
園
経
営
を
中

心
と
し
た
寺
院
経
済
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
古
代
か

ら
近
世
に
か
け
て
の
東
寺
の
運
営
全
般
に
か
か
わ
る

内
容
の
文
書
類
で
あ
る
。
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）

に
加
賀
藩
五
代
藩
主
前ま

え

田だ

綱つ
な

紀の
り

が
寄
進
し
た
百
の
桐

箱
に
収
め
ら
れ
た「
東と

う

寺じ

百ひ
ゃ
く

合ご
う

文も
ん

書じ
ょ

」も
そ
の
一
部

で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
多
く
の「
東
寺
文
書
」が
各
所

に
伝
来
、保
管
さ
れ
て
き
た
。

　

当
文
庫
所
蔵
本
は
、こ
の
膨
大
な
点
数
の
あ
る「
東

寺
文
書
」の
ご
く
一
部
を
収
録
し
た
写
本（
全
二
十

九
冊
）で
あ
る
。
第
五
冊
の
奥
書
に
よ
る
と
、和
学
講

談
所（
以
下
、和
学
所
）の
蔵
書
本
を
写
し
た
も
の
で
、

天
保
九
年（
一
八
三
八
）六
月
に
計
二
十
九
冊
を
写

し
終
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

和
学（
国
学
）の
講
習
兼
編
纂
所
で
あ
る
和
学
所

は
、
奥
州
白
河
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ
の
ぶ信

の
命
に
よ
っ
て
書
写

さ
れ
た『
東
寺
百
合
文
書
』（「
白
河
本
」、
国
立
国

会
図
書
館
蔵
）を
再
転
写
し
た
計
三
十
冊
の
写
本
を

所
蔵
し
て
い
た（
国
立
公
文
書
館
蔵
）。
こ
の
う
ち

の
第
十
八
冊
を
除
く
計
二
十
九
冊
を
写
し
た
の
で

あ
る
。

　

各
冊
巻
頭
に
は
江
戸
市
ヶ
谷
の
上
屋
敷
に
あ
っ
た

御
記
録
所（
御
日
記
所
）の
蔵
書
印
で
あ
る「
尾
藩
邸

中
記
曹
図
書
」、
名
古
屋
城
内
の
御
側
御
文
庫（
奥
御

文
庫
）の
蔵
書
印
で
あ
る「
張
府
内
庫
図
書
」が
捺
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
治
元
年（
一
八
六
四
）頃
に
成

立
し
た
江
戸
藩
邸
の
文
庫
の
蔵
書
目
録
で
あ
る『
○ま

る

印じ
る
し

御ご

書し
ょ

物も
つ

目も
く

録ろ
く

』（「
元げ

ん

治じ

頃ご
ろ

秘ひ

書し
ょ

目も
く

録ろ
く

」）の
中
に

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
降
、
遅
く
と
も
天

保
十
五
年（
一
八
四
四
）に
江
戸
の
御
日
記
所
が
廃

止
さ
れ
た
の
に
際
し
て
、
御
側
御
文
庫
に
移
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
写
作
業
は
複
数
人
で
あ
た
っ
た
の
か
、
和
学
所

本
の
目
録
順
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず（
例
え
ば
、
当

文
庫
本
第
五
冊
は
和
学
所
本
の
第
六
冊
に
あ
た
る
）、

当
文
庫
本
に
は
冊
番
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

い
ま
っ
て
、和
学
所
本
と
は
冊
順
が
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
内
容
は
和
学
所
本
を
忠
実
に
筆
写
し
て
い
る

が
、
朱
字
で
字
の
訂
正
が
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
書
き

写
し
た
わ
け
で
は
な
く
、文
意
を
と
り
な
が
ら
写
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

御
記
録
所
が
藩
や
尾
張
徳
川
家
の
記
録
を
編
纂
す

る
た
め
に
行
っ
て
い
た
膨
大
な
資
料
収
集
の
一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

�

　
（
蓬
左
文
庫　

亀
井
久
美
子
）

東と
う

寺じ

文も
ん

書じ
ょ

　

令
和
五
年
度
よ
り
研
究
が
本
格
化

し
た
「
銅
人
経
」
で
す
が
、
十
二
月

に
台
北
（
国
立
故
宮
博
物
院
・
国
家

図
書
館
）、
三
月
に
韓
国
（
ソ
ウ
ル

大
学
校
奎け

い

章し
ょ
う

閣か
く

・
国
立
中
央
図
書

館
）
で
、
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
同
じ
で
も
、発
刊
（
書
写
）

さ
れ
た
国
・
時
代
・
来
歴
が
多
種
多

様
な
た
め
、
テ
キ
ス
ト
を
体
系
的
に

整
理
し
て
い
く
重
要
性
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
で
の
打
ち
合
わ

せ
が
多
い
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
も
久
し
ぶ
り
に
同
じ
空
間
で
調
査

を
進
め
る
こ
と
で
き
、
非
常
に
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
蓬
左
文
庫　

星
子
桃
子
）
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